様式第8号の2（第13の2条関係）
自衛消防訓練通知書　　　　　　記載例
	○○年　○月　○日
丸亀市消防長　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出日を記載すること
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　　　　防火管理者　防火管理者の氏名を記載すること
氏　　　名　　　　丸亀　太郎　　

	事業所の所在
	　　丸亀市大手町二丁目１番３７号

	事業所の名称
	　　㈱丸亀商事　丸亀店
	政令別表第１
	· 　４項 

	実施日時
	　○○年　○月　○日（曜日）　　○○時　○○分　～　○○時　○○分

	訓練種別
	１．消火訓練　　２．避難訓練　　３．通報訓練
．総合訓練　　５．その他（　　　　　　　　　　　　　）

	参加人員
	　　　２５名
	担当者
	※　丸亀　花子　　電話　○○‐○○○○

	


訓

練

概

要


　　　　　
	
例）営業時間内の店舗１階、調理場付近からの出火を想定。初期消火、避難誘導、１１９番通報の訓練を行う。
1． 消火訓練
　　　消火器の配置場所を確認した後、水消火器を使用し消火器の取扱要領を訓練する。
２．避難訓練
　　　避難経路に基づき、来店者を避難誘導する。
３．通報訓練
　　　実際に１１９番通報し、住所、火災の発生場所、店内の避難の状況などあわてずに伝える。
４．総括
最後に防火管理者が総括を行う。





※『政令別表第１』の欄は、消防法施行令別表第１の区分に基づき記入すること
※『担当者』は防火管理者でなくてもよいが、訓練を担当している者を記入すること


備考
1 訓練種別は、該当するものを〇で囲むこと。
2 訓練内容は、種別ごとに記入すること。
3 問合せ、届出先　　消防本部予防課直通　　（大手町）２５－４００４
　　最寄の消防署　北消防署（大手町）２５－０１１９
　　　　　　　　　　　　　　　　郡家分署（郡家町）２８－７０７０
　　　　　　　　　　　　　　　　南消防署（飯山町）９８－３３８８
